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輸文内容の要旨
摂食障害において、不安、抑うつ、アルコール、薬物依存などのDSM-IVにおける l軸の精神疾患が合併
することは、欧米の研究により指摘さねている。そこで本研究では、摂食障害における不安障害、感情障
害、精神活性物質の常用のcomorbidityについて半構造化面接であるStructuredClinical Interview for 
DSM-lIトR(SCJD)を用いて欧米の結果との比較を王に検討を加えた。
対象は当科に受診し、 DSM-IVの診断基準で AnorexiaNcrvosaのRestrictingtype (ANR) 62例、 Binge-
eating!Purging type(ANBP) 36例、 Bulimia NervosaのPurgingtype(BNP) 57例、 Nonpurgingtype(BNNP) 
16例の計17l例とし、これらの患者に対し、 SCIDを施行した。
全対象171例中74例 (43%)が調査時あるいは過去の一時期に不安障害、また98i9lj(57%)が感情障
害の診断基準を満たしていた。不安障害のうち強迫性障害が32例 (19%)ともっとも多く認められ、社会
恐怖31例 (18%)、恐慌性障害27例(16%)、全般性不安障害22例 (13%)と続いた。感情障害では大うつ
病性障害が79例 (46%)と高いcQmorbidityを示した。この結果は欧米の報告と一致していた。摂食障
害の病型ごとではANBP群で21例 (58%)、sNP群で32例 (56%)が過去あるいは調査時に不安障害を合併し
ており、これはANR群の16例 (26%)に比し、有意に高率であった。感J情障害はBNP群において42例(74%)
に認め、これはANR群の25例 (40%)より有意に高率に合併していた。精神活性物質の常用については
llOl1 (6 %)と低率であり、この点、では高い合併率が報告されている欧米の結果と異なった.飲酒につい
ての社会分化的背景やアルコール耐性に関する人種間の差がこの結果に影響を与えていると考えられた。
以上、摂食障害患者の l軸のcomorbidityはその疾患ごとに異なり、社会文化的背景の影響も受ける
ものと考えられた。
輪文審査の結果の要旨
倶食障害において、不安、抑うつ、アルコール、薬物依存などの多彩な精神症状が合併することは、以
前より指摘されている。そこで本研究は、摂食障害における不安障害、感情障害、精神活性物質の常用の
comorbiditytこついて半構造化面接であるStructuredClinical Interview for DSM-阻ー R(SCID)を用
いて検討を加えた。
対象は当科に受診し、 DSM-lVの診断基準で加。rexiaNervosaのRestrictingtype (ANR) 62例、 Binge-
cating/Purging type(ANBP) 36例、 Bulimia NervosaのPurgingtypc(BNP) 57例、 Nonpurgingtype(BNNP) 
16例の計171例とし、これらの患者に対し、 SCJOを施行した。
-6-
結果は、全対象171例中74例 (43%)が調査時あるいは過去の一時期に不安障害、また98例 (57%)
が感情障害の診断基準を満たしていた。摂食障害の絹型ごとではANBP群で21例 (58%)、BNP群で32例 (56
%)が過去あるいは調査時に不安障害を合併しており、これはANR群の16例 (26%)に比し、有意に高
率であった。感情障害はBNP群において42例 (74%)に認め、これはANR群の25例 (40%)より有意に
高率に合併していた。米国で高い合併率が報告されている精神活性物質の常用については1例 (6%)と
低率であった。不安陣害のうち強迫性陣畜が32例(19%) ともっとも多く認められ、社会恐怖31~IJ 08 
%)、恐慌性障害27例(16%)、全般性不安障害2例(13%)と続いた@感情障害では大うつ病性障害が79
例 (46%)と高いcomorbi d i tyを示した。
これらのことから摂食陪害患者においては不安障害、感情障害を高率に合併し、その傾向は摂食障害の
中でも、過食を有する病型において著明であることが示された。
以上の研究は、摂食障害の臨床像の複雑さの一端を解明したものであり、今後この領域の研究に寄ラーす
る点は少なくないと考えられる。よって本研究者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定
された。
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